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編集後記

編
集
後
記

　
法
学
研
究
会
で
は
、
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
る
専
任
教
授
に
対
し
、
記

念
論
文
集
を
特
集
し
て
献
呈
す
る
こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
る
。
本
号
は
金

子
芳
雄
教
授
が
定
年
退
職
に
な
ら
れ
た
の
に
因
み
、
こ
こ
に
法
学
研
究
の

特
集
号
を
以
っ
て
、
先
生
の
御
退
職
記
念
の
論
文
集
と
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
金
子
先
生
が
本
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
御
卒
業
に
な
っ
た
の
は
昭

和
二
五
年
三
月
で
あ
り
、
以
後
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
研
究
・
教
育
、
さ
ら

に
行
政
面
で
も
少
な
か
ら
ぬ
業
績
を
、
法
学
部
及
び
慶
感
義
塾
に
残
さ
れ

た
。　

御
研
究
の
分
野
に
つ
い
て
は
巻
末
の
主
要
著
作
目
録
に
譲
り
、
こ
こ
で

は
行
政
面
、
特
に
体
育
会
と
の
関
係
に
触
れ
て
み
た
い
。
金
子
先
生
と
体

育
会
の
出
会
い
は
初
代
会
長
で
あ
っ
た
石
川
忠
雄
現
塾
長
か
ら
引
き
継
い

だ
「
丘
の
上
硬
式
野
球
部
」
に
始
ま
り
、
昭
和
四
〇
年
に
は
体
育
会
ヨ
ヅ

ト
部
部
長
、
四
八
年
か
ら
六
三
年
ま
で
体
育
会
理
事
、
さ
ら
に
体
育
会
顧

問
と
、
昭
和
二
五
年
に
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
退
職
の
平
成
二
年
春
ま
で

様
々
な
形
で
体
育
会
と
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
．
ヨ
ッ
ト
部
の
部
長
時
代
は

全
日
本
大
学
選
手
権
を
部
が
獲
得
、
体
育
会
理
事
在
任
中
は
、
体
育
会
野

球
部
が
二
六
シ
ー
ズ
ソ
振
り
の
優
勝
、
し
か
も
一
〇
勝
一
引
分
と
い
う
完

全
優
勝
を
果
し
、
塾
長
と
共
に
オ
ー
プ
ソ
カ
ー
に
乗
っ
て
神
宮
絵
画
館
前

か
ら
三
田
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
す
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
年
は
、

ラ
グ
ピ
ー
部
も
学
生
チ
ャ
ソ
ピ
オ
ソ
に
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
社
会
人
の

ト
ヨ
タ
を
破
っ
て
日
本
一
と
な
っ
て
体
育
会
理
事
冥
利
に
尽
き
る
時
を
過

さ
れ
た
。

　
体
育
会
理
事
を
し
て
い
い
こ
と
が
三
つ
あ
る
と
金
子
先
生
は
冗
談
混
り

に
お
っ
し
ゃ
る
。
「
一
つ
は
慶
鷹
の
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
試
合
を
一
番
い

い
席
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
二
つ
目
は
死
ん
だ
時
に
部
員
に
お
棺
を

か
つ
い
で
も
ら
え
る
こ
と
、
三
つ
目
は
血
の
気
の
多
い
の
が
そ
ろ
っ
て
い

る
の
で
輸
血
の
時
に
助
か
る
と
い
う
こ
と
」
．
と
に
か
く
「
欲
得
抜
き
で

明
る
く
楽
し
く
で
き
る
仕
事
」
で
あ
っ
た
体
育
会
理
事
生
活
を
全
う
さ
れ

た
先
生
は
幸
せ
で
あ
っ
た
．

　
ま
た
学
部
長
補
佐
・
人
事
委
員
長
と
し
て
参
謀
と
し
て
の
力
も
大
い
に

発
揮
さ
れ
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
藤
原
淳
一
郎
教
授
、
租
税
法
と

行
政
法
に
取
り
粗
む
木
村
弘
之
亮
教
授
の
二
人
の
後
継
者
に
も
恵
ま
れ
、

二
人
の
お
子
様
も
慶
鷹
義
塾
で
学
ば
れ
る
と
共
に
御
子
息
は
体
育
会
で
活

躍
さ
れ
御
卒
業
。
今
後
は
後
願
の
憂
い
な
く
関
東
学
園
大
学
で
法
学
部
長

と
し
て
腕
を
ふ
る
わ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。
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